
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～もりもり勉強 とっても元気 みんな仲良し やろうよ宝積～ 

本 宮 日 記 
校訓 「宝積

ほうじゃく

」 ～人に尽くして見返りを求めない～ 

 ７月１５日（火）に本宮小学校３５番目の桜の木  
「宝積桜」に花が咲きました。 
 新種の桜の木です。本宮小学校にしかない特別な
桜の木！それが「宝積桜」です。 
 本小の校訓である「宝積」については、皆さんもご存
じの通り「人のために尽くして見返りを求めない」で
す。ですが、「言うは易し、行うは難し」です。 
自分のことができていないのに人のことなどできる

わけがありません。ですから本小の子は、日頃から  
自分の生活をよくしていくことから頑張っています。  
その上で、誰かのためになることを自ら行う・挑戦する
ことに取り組んでいます。（結果以上に気持ちと取り組
むプロセスが重要です） 
 人に言われてやっていることは、単にやらされている
だけ。それでは、宝積桜に花は咲きません。 
そこで子供たちは考えます。 
・○○すると学校が綺麗になるなぁ…。そうだ！～～して
みよう！ 
・困っている人（泣いている人）が居るぞ…。声をかけ
て一緒に考えてみよう！（励ましてみよう！！） 
・クラスのみんなが気持ちよく生活できるよう～～して
みよう！！○○さんも誘ってやってみようっと・・・。 
毎日生活していく中で、子供たちは、様々なことを 

見たり聞いたり感じたりしながら「気づき」「考え」 
「行動」しています。心が動き、体も動く。その瞬間に 
宝積桜の木に「花」は咲きます。子供たちの姿を見て
いるともっともっと花は咲いていきそうです。１年かけて
「宝積桜」が満開になっていくのが楽しみです。 
 

本小３５番目の桜の木 宝積桜開花しました



 

 

 

 

 

 

 ７月１６日（水）本宮小学校プール納めの日に６
学年で着衣泳について学びました。服を身につけた
まま水に入ってしまうような状況になったとき、どのよ
うな感覚になるのか体験の場を通して学びを深めま
した。  
水を含んだ服は、体に絡みつき思うように動けま

せん。もがけばもがくほど体は沈みます。そのため、ま
ずは慌てず浮くための方法を試してみます。  
ランドセルを使ったり、ビニール袋を使ったり、濡れ

た服を使って空気を含ませてみたり。いつもとは違っ
た感覚を楽しみながら、身を守るための学習を行い
小学校の水泳学習のまとめとしました。  

今年も、原敬記念館の館長 荒川享司先生を講師
にお迎えして、「わんぱく原敬塾」が４～６年生の子供
たちを対象に開催されました。 

 ４年生は７月９日（水）に原敬の少年時代につい
て、５年生は１１日（金）に原敬が総理大臣になるま
でについて、６年生は１０日（木）に原敬の総理大臣
としての働きについて学びました。 
このように、３年間をかけて郷土の先人・原敬につ

いて学ぶことを通して、普段の生活や活動に「宝積」
の心を生かしよりよく生きていこうとする心を育むこと
ねらいとして行っています。 

身を守る泳ぎ方を学びました～着衣泳～

最近、ふと思い立って本棚を整理してみました。 
若い頃に買って読んだ本、仕事に疲れたときに元気を
もらった本、子供を授かったとき手にした本など懐かしい
本が次から次へと出てきて整理どころではありません。
（手にした本をつい読んでしまいます）その中から懐かしい
詩がありましたので皆さんに紹介します。 
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